[2]-1

 eq \o\ad(実施概要報告,　　　　　　　　)
―――― 研究調査助成 ――――
平成　　年    月   日

公益財団法人  電気通信普及財団
     理事長  中　山　　進　　殿
	申込者の所属機関・

学部名・職名・氏名

又は団体・代表者名
	
	印

	住所又は所在地
	（〒　　　　　　　）


	連絡責任者氏名
	

	電話
	


電気通信普及財団の平成　　年度の助成による研究調査を下記のとおり実施しましたので、

報告します。
記

テーマと研究期間　　研究期間が1年の場合は研究期間欄の記入は不要です。
	テーマ
	

	研究期間　　　　　　　　　　　　
	年　４月〜　　　　　　年　３月


	研究実績の概要
	研究手順を追って、できるだけ具体的に記載して下さい。

スペースが不足のときは、紙を追加して下さい。

	


	


研究成果の発表　---　計画・形式等

	


添付資料

	


	電気通信普及財団助成金額
	
	円

	

	助成金の使途内訳

	 eq \o\ad(項目,　　　　　)
	 eq \o\ad(支払先,　　　　　)
	 eq \o\ad(単価×数,　　　　　)
	 eq \o\ad(金額（円）,　　　　　　)

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	 eq \o\ad(合計,　　　　　　　　)
	
	
	


［参考］この助成に関する研究経費総額------　　　　　　　円

	電気通信普及財団助成金の使途について、上記のとおり相違ありません。

平成　　年　　月　　日

	
	申込者氏名

又は団体・代表者名
	
	印


（注１）助成金の使途内訳

· 記入にあたっては、各項目とも、数量・金額について、内訳・積算が分かるようにしてください。

（EX　旅費は、行き先・回数・日数等、備品、消耗品は、品名・数量等について、具体的に）

なお、著書の刊行等の費用及び翻訳に関する費用は、助成対象外です。

· 記載後は、助成申込の際の助成金の使途内訳（計画変更を含め）と大きく相違ないかご確認ください。

大きく相違する場合は、その理由をお書きください。

（注２）領収書の保管

領収書等の会計証拠書類は、整理し保管してください。提示或いは提出して頂くことがあります。
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